
世の中の移り変わりで路線転換が不可避に
　湯沢市岩崎の髙茂合名会社は慶応３年（1867年）創
業、現社長で６代目となる老舗味噌醤油醸造元だ。現在
は次期当主となる髙橋泰常務取締役（34）が製造や経
営戦略など社業に関わる大半を任されている。
　これまでは周辺地域を商圏として商いをしてきた
が、食習慣の変化と地域人口の減少から、従来通りの経
営感覚では先細りになっていくのが目に見えていた。
　そこで泰常務がとった戦略は、海外進出だった。海外
市場攻略という第一義的目的もさることながら、自社
製品に“海外でも売られている商品”という付加価値を
与えることによって、国内での販売促進に弾みをつけ
たい思いもあった。

海外展開に不可避なリスクに積極的に対応
　JETRO（日本貿易振興機構）の「輸出有望案件支援
サービス」というサポート事業に採択されて、まずは
台湾での販路開拓を目指した。
　この時課題となったのは、知的財産権の対策だっ
た。同社の商品は国内では〈ヤマモ〉の商標で販売され
ているが、海外での商標登録を曖昧にしていると、悪
意ある第三者によって類似した商標を先に登録され

てしまい、高額の弁済を強いられる訴訟騒動に巻き
込まれるリスクがあるということだ。
　そのため、あきた企業活性化センターの「知財総合
支援」の窓口をたずね、海外での商標登録のアドバイ
スを受けた。
　「登録費用の負担は大きいのですが、のちのちの訴
訟リスクを考えるとおざなりにはできないことでし
た」（泰常務）

中小企業の生き残り策の好事例を目指して
　ヤマモの海外進出が有望案件とされたのは、地方
の中小企業でも海外展開できる可能性が大いにあり
その好事例になってほしいという意図があったのだ
と、泰常務は考えている。
　単価の低い商品のビジネスモデルのため、すぐに
華々しい結果を出すのは困難かもしれないが、進出
国の消費者に支持されればきわめて大きなマーケッ
トを手中にすることになる。そんな遠い将来までも
見据えることが、老舗企業の生き残り策としては不
可避なのかもしれない。

長く続いた老舗商家の商いも時代の移ろいには抗しがたく、発
想の転換が求められた。意欲ある後継者が思い立ったのは海外
展開。海外では日本の常識や通念が通用しないことも起こりう
る。リスク回避は海外展開の最優先課題だ。

髙茂合名会社

特許や商標などの知的財産に関する相談（出願等の手続き支援、知的
財産に関する各種支援施策の紹介・説明）を行います。高度な専門性
を要する案件は専門家（弁護士・弁理士等）も交えて対応します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／知財・研究管理担当まで。

今年から店舗の一角を
セレクトショップにした。

（来店は要予約）
内装は建築を学んだ

常務自身が手がけた。

1 旧家の後継者らしかぬ風貌の髙橋泰
常務はパンフレットやホームページ
のデザインもみずから手がける。

2 セレクトショップは自社製品の魅力
を際立たせるショーケースでもある。

3 製造設備は旧来のものが大切に使わ
れている。

4 瓶詰め商品用の瓶は日本酒の瓶のリ
サイクル。

1 工場内全景。
2 ホットプレス機の導入でアルマジロ

以外にもOEM受注など事業の幅が広
がった。

3 椅子やテーブル天板など外力のか
かる場所にも使えるのがアルマジ
ロの特長。編み方や多様な木材の使
用でさまざまなデザインが可能に
なった。

4 最初の工程の編み込みは手作業に
なる。
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老舗の商家に新風を吹き込み
時代を先取りした戦略的経営を
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喫緊の課題だった生き残り策の模索
　“木都”と呼ばれるほど木材関連事業所の多い能代市
で、丸松銘木店は昭和32年創業という後発の企業。現
在の上村茂社長は父親の事業を継いだ２代目だ。
　製材部門を持たない丸松銘木店は、他社に賃挽きし
てもらった板で化粧合板の天井板を製造していた。
　「私が経営を引き継いでから13年になりますが、日
本の住宅の洋風化もあって既に業界全体が右肩下がり
になりつつある時代でした」（上村社長）
　生き残りをかけた新規事業を模索していたところ、
廃業する県外同業社が設備一式の譲渡先を探している
という話を聞き、それを譲り受けることにした。

新設備導入の機会を得て新機軸製品を開発
　自社に限らず能代のほとんどの木材会社は広葉樹や
外材の加工に対応した設備を持っていなかったが、譲
渡設備を導入すればそれらにも対応でき、事業の幅が
広がる可能性があった。
　新しい設備で試みたのが網代（あじろ）という従来製
法の改良製品。網代は細い帯状にした板材を編み込んだ

化粧板で優雅な雰囲気を醸し出すが、浮き上がってい
る部分があるため触ると欠けてしまう恐れがあり、天
井板など用途が限られていた。これを、導入したホット
プレス機で浮いている部分も下地に接着させること
で、触っても傷まない化粧板を開発することができた。
優雅な印象はそのままに、天井板のみならず壁板や
テーブル天板など、応用の幅が飛躍的に広がった。

海外の評価を得て販売に弾みをつけたい
　丸松銘木店ではこれに「アルマジロ」という商品名
をつけ、まずはヨーロッパ市場での浸透を目指してい
る。ヨーロッパで評価されれば、そのネームバリュー
で国内やアジア市場でも販売に弾みがつくであろう
という戦略だ。
　製法自体は比較的シンプルだから、海外では模倣品
がつくられる恐れもある。そのために、実用新案と商
標をいち早く取得したほか、あきた企業活性化セン
ターの専門家派遣事業を活用して、海外進出時の心が
けなどの指導を受けている。
　これに先駆けてこの４月には秋田空港出発ロビーの
壁面装飾に採用されている。近い将来には、ヨーロッパ
でブレークして、その人気が日本に逆輸入されること
になるかもしれない。

住宅の洋風化の流れで、従来型の木材関連産業は衰退する傾向
にある。生き残りの突破口は、探し求めていた設備を譲渡取得
できたことと、それによる従来製法の改良製品の開発だった。
ヨーロッパ市場で、まずは新製品の可能性を試す。

株式会社丸松銘木店

創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

従来製品と合わせて
アルマジロの販路拡大に
力を入れたいという
上村茂社長
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E-mail woods-factory@akita-marumatu.co.jp

譲渡された設備で新製品開発
小さな閃きに生き残りの可能性
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